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Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要
このドキュメントでは、Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0、11.1、11.5、11.6、12.1、12.1
SP1の機能について説明します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、モニタリング、、レポート機能を備えた包括的なビデ
オおよび音声サービスのアシュアランスおよび管理システムで、ユーザに一貫した高品質のビ

デオおよび音声コラボレーション体験を提供します。

表記法

次の規則が、Cisco Prime Collaboration Assuranceのさまざまなリリース用のドキュメントで使
用されています。

•すべての関連セクションでは、「セッション」から「会議」へと名前変更されました。
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「セッション」という用語は、Cisco Prime Collaboration Assurance
Release 11.1以前のバージョンに適用されます。

（注）

•すべての関連セクションでは、「[Log Collection Center]」から「[Device Log Collector]」
へと名前変更されました。

「[ログ収集センター（Log Collection Center）]」という用語は、
Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前に適用されま
す。

（注）

•すべての関連セクションでは、「[Call SignallingAnalyzer]」から「[SIPCall FlowAnalyzer]」
へと名前変更されました。

「[コールシグナリングの分析（Call Signaling Analyzer）]」とい
う用語は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前に
適用されます。

（注）

• Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.5では、「トラブルシューティング」はサ
ポートされていません。

「トラブルシューティング」は、CiscoPrimeCollaborationAssurance
Release 11.1以前に適用されます。

（注）

• [Limited Visibility]オプションは、Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1以降のダッシュ
ボードではサポートされていません。[Edit Visibility]をクリックして、[Full Visibilty]オ
プションまたは [OFF]に切り替えます。

•「FIPSコンプライアンス」は Cisco Prime Collaboration Assurance Release 12.1でサポートさ
れていません。

「FIPSコンプライアンス」は、Cisco PrimeCollaborationAssurance
Release 11.6以前に適用されます。

（注）

•「クレデンシャルプロファイル」機能は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.6
のMSPモードでサポートされません。
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これにより、TelePresenceエンドポイントは [アクセス（不可
Inaccessible）]として表示されます。

（注）

•「スマートライセンシング」機能は、Cisco Prime Collaboration Assuranceリリース 12.1で
サポートされません。

• Mobile and Remote Access（MRA）ソリューションを使用してエンドポイントが登録され
ている場合、「ビデオテストコール」機能はサポートされません。

• SSLが有効な LDAP設定は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 12.1でサポートさ
れません。

•ユーザインターフェイスに [CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]や
[保存（Save）]などのタブが追加されました。同じユーザのパスワードを変更するための
フィールドと、パスワードオプションを確認するためのオプションを使用できます。Cisco
Prime Collaboration Assurance Release 12.1 Service Pack 3では、ナビゲーションが [アラーム
とレポート管理（Alarm & Report Administration）] -> [CDRソース設定（CDR Source
Settings）] -> [CUCM SFTPクレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]から [インベン
トリ（Inventory）] -> [インベントリ管理（Inventory Management）] -> [CUCM SFTPク
レデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]へと変更されました。

• Release 12.1 Service Pack 3の Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェイス
から、[CDRSource Settings]ダッシュレットと [Manage Call Quality Data Source Settings]ペー
ジが削除されました。

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced
Cisco Prime Collaboration Assuranceは次のモードで利用できます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance Advanced：EnterpriseモードとMSPモード

および Advanced Assuranceのインストールについては、『Cisco Prime Collaboration Assurance
および Analyticsのインストールとアップグレードガイド』を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedは、ユーザが一貫した高品質のビデオおよび音声
コラボレーションエクスペリエンスを確実に受信できるようにするモニタリング、、およびレ

ポート機能を備えた包括的なビデオおよび音声サービス保証および管理システムです。

• Enterpriseモードは、企業内で1つのエンタープライズビューまたは複数のドメインビュー
を提供します。このオプションは通常、標準のシングルエンタープライズ環境で使用され

ます。

• MSPモードは複数のカスタマービューを提供します。このオプションは、マネージドサー
ビスプロバイダーの環境で使用します。このビューでは、管理されている複数のカスタ

マーのデバイスを表示できます。MSPモードの詳細については、『CiscoPrimeCollaboration
Assuranceガイド - Advanced』のCisco Prime Collaboration Assuranceの概要— MSPモード」
を参照してください。
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次の表には、Cisco Prime Collaboration Assurance -および Advancedで利用可能な機能が示され
ています。

『Cisco Prime CollaborationAssuranceガイド
- Advanced』の参照先

Advanced機能

Advancedの機能の詳細については、
「Overview of Cisco Prime Collaboration

Assurance—MSP Mode」および「Differences
Between the Enterprise Mode and the MSP

Mode」の項を参照してください。

EnterpriseモードとMSPモードをサ
ポートしています。

サポート対

象モード

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Licenses」の項を参照してくださ
い。

評価期限が切れると、ライセンス

が必要になります。

ライセンス

要件

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Users」の項を参照してくださ
い。

5つのロールをサポートして複数の
承認レベルを提供します。

•スーパー管理者
•システム管理者
•ネットワーク管理者
•オペレータ
•ヘルプデスク

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

6つのロールをサポートして複数の
承認レベルを提供します。

•スーパー管理者
•システム管理者
•ネットワーク管理者
•オペレータ
•ヘルプデスク
•レポートビューア

ロールベー

スアクセス

コントロー

ル

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Users」の項を参照してくださ
い。

対応シングルサ

インオンの

サポート

Advancedの機能の詳細については、「Set

Up Clusters」の項を参照してください。

クラスタのリビジョンとクラスタ

の関連付けが混在する複数のクラ

スタを管理します。

クラスタの

管理
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Advancedの機能の詳細については、
「Discover Devices」の項を参照してくださ
い。

• Cisco Unified CM（電話機およ
び TelePresence）、Cisco VCS
（TelePresence）、Cisco TMS
（TelePresence）に登録されて
いるすべてのエンドポイント

を検出し、管理することがで

きます。エンドポイントの管

理に加えて、音声およびビデ

オコラボレーションネット

ワークに含まれる、マルチポ

イントスイッチ、アプリケー

ションマネージャ、コールプ

ロセッサ、ルータ、スイッチ

も管理できます。

•自動検出、インポート、デバ
イス追加の機能などの複数の

検出モードを提供します。

•デバイスを検出するために、
論理検出、pingスウィープ、
CDPベースの検出をサポート
します。

•再検出を実行するためのオプ
ションを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

CTS-Manager
（TelePresence）デバイス
はサポートされていませ

ん。

（注）

検出

Advancedの機能の詳細については、
「Manage Inventory」の項を参照してくだ
さい。

•デバイス 360°ビューから、デ
バイスの簡潔な概要情報を提

供します。

•包括的なインベントリ詳細を
提供します。

インベント

リ管理
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Advancedの機能の詳細については、
「Monitor Alarms and Events」の項を参照し
てください。

• Cisco Prime Collaborationリ
リース 11.1以前の場合

クイックビューを使用したト

ラブルシューティングの開始

をサポートします。

•アラーム相関ルールをサポー
トします。

•デバイスおよびグローバルレ
ベルでのイベントのカスタマ

イズをサポートします。

•次のしきい値の設定を行いま
す。

• TelePresenceエンドポイン
ト

•インフラストラクチャデ
バイス

•コール品質
•デバイスプール

障害管理

Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

次の定義済みレポートとカスタマ

イズ可能なレポートを提供します。

•管理レポート

• Communications Managerのレ
ポート

•インタラクティブレポート

•スケジュール設定されたレポー
ト

音声および

ビデオレ

ポート
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Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

次のダッシュボードを提供します。

• [Ops View]：Cisco Unified CM
およびVCSクラスタの概要を
提供します。

•サービスエクスペリエンス -
サービス品質に関する情報を

提供します。

•アラーム -アラームの概要に関
する情報を提供します。

• [Performance ]：各管理対象デ
バイスの重要なパフォーマン

スメトリックについて詳細情

報を提供します。

• Contact Centerトポロジ -
CUIC、Finesse、MediaSense、
CVP、Unified CCEなど、
Contact Centerのコンポーネン
トに関する情報を提供します。

ホームページに、カスタマイズさ

れたダッシュボードを追加できま

す。

ダッシュ

ボード
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Advancedの機能の詳細については、
「Dashboards and Reports」の項を参照して
ください。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

次のダッシュボードを提供します。

• • [Ops View]：Cisco Unified
CMおよび VCSクラスタ
の概要を提供します。

•コール品質 -サービス品質
に関する情報を提供しま

す。

•アラーム -アラームの概要
に関する情報を提供しま

す。

• [Performance ]：各管理対
象デバイスの重要なパ

フォーマンスメトリック

について詳細情報を提供

します。

• Contact Centerトポロジ -
CUIC、Finesse、
MediaSense、CVP、Unified
CCEなど、Contact Center
のコンポーネントに関す

る情報を提供します。

ホームページに、カスタマイズさ

れたダッシュボードを追加できま

す。

また、次の操作を実行できます。

•既存のダッシュレットを別の
ダッシュボードに追加します。

•ダッシュレットをドラッグア
ンドドロップして、ダッシュ

ボードの下に移動します。

ダッシュ

ボード

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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Advancedの機能の詳細については、
「Perform Diagnostics」の項を参照してく
ださい。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.1以前の場合

•エンドポイント、サービスイ
ンフラストラクチャ、および

ネットワーク関連問題の具体

的な情報など、エンドツーエ

ンドメディアパスを詳細に分

析します。

•ビデオの問題を特定するため
に Ciscoメディアネットテク
ノロジーを使用します。

•メディアパス計算、統計収
集、合成トラフィックの生成

を行います。

• IP SLAを使用して、ネット
ワーク内の主要な IPフォンの
応答可能性を監視します。

•スケジュールした合成および
IP SLAテストを使用して、
サービスの停止を予測します。

Cisco Prime Collaborationリリース
11.5以降の場合

• IP SLAを使用して、ネット
ワーク内の主要な IPフォンの
応答可能性を監視します。

•スケジュールした合成および
IP SLAテストを使用して、
サービスの停止を予測します。

音声および

ビデオエン

ドポイント

の診断

Advancedの機能の詳細については、
「ManageJobs」の項を参照してください。

ユーザがジョブを表示、スケジュー

ル、および削除できるようにしま

す。

ジョブ管理

-YesUCアプリ
ケーション

の相互起動
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-YesCisco Prime
Collaboration
Assurance
サービスア

ビリティへ

のクロス起

動

Advancedの機能の詳細については、
「Global Search Options for Cisco Prime

Collaboration Assurance」の項を参照してく
ださい。

グローバル検索：TelePresence、エ
ンドポイント、電話、その他のデ

バイス、場所、およびユーザに対

してフィルタ処理された検索を提

供します。

デバイスの

検索
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『Cisco Prime CollaborationAnalytics Guide』
を参照してください。

ネットワーク内のトラフィックの

傾向、テクノロジーの導入傾向、

過度に使用されているリソース、

あまり使用されていないリソース

を簡単に特定できるようにします。

また、断続的に発生したり、繰り

返し発生したりするネットワーク

の問題を追跡し、Analysticsのダッ
シュボードを使用してサービス品

質の問題に対処できます。Analistics
のダッシュボードには以下が含ま

れます。

•テクノロジー導入
•資産使用状況
•トラフィック分析
•キャパシティ分析
•コール品質
• UCシステムパフォーマンス
•スケジュール設定されたレポー
ト

•ビデオ会議
•カスタムレポートジェネレー
タ

Cisco Prime Collaboration
リリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration
AnalyticsはMSPモード
の導入ではサポートされ

ません。

（注）

Cisco Prime Collaboration Analytics
は、ライセンスを必要とするソフ

トウェアで、Cisco Prime
Collaboration Assuranceとは別に購
入する必要があります。

Cisco Prime
Collaboration
Analytics
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NB APIのドキュメントにアクセスするに
は、管理者権限で Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバにログインし、ブラウザ
の URLに

http://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiDocumentation

を入力します。

ここで、pc-server-ipは Cisco Prime
Collaboration Assuranceサーバの IPアドレ
スです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以
降の場合

NBAPIドキュメントにアクセスするには、
Cisco Prime CollaborationAssuranceサーバに
ログインし、ユーザインターフェイスの右

上隅にある [設定（Settings）]のドロップ
ダウンメニューから [Assurance NB APIド
キュメント（Assurance NB API
documentation）]を選択します。

NBAPIは、次の場合にサポートさ
れます:

•デバイスの管理
•デバイスクレデンシャルの表
示および削除

•すべてのビデオ会議を一覧表
示

• Cisco Prime Collaborationリ
リース 11.1以前の場合

ビデオ会議のトラブルシュー

ティング

NB API

Cisco Prime Collaboration Assurance - Advanced機能
Cisco Prime Collaboration Assuranceではネットワークを監視し、診断を実行することができま
す。また、問題の原因の特定に役立つレポートを実行できます。

音声とビデオの Unified Dashboard

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードでは、音声およびビデオコラボレーション
ネットワークのエンドツーエンドでの監視が可能になります。次の概要が提供されます。

Cisco Prime Collaboration
Assuranceオプション

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

やサービス品質に関する情報

です。

サービスエクスペリエンス

Cisco Prime Collaboration
Assurance

に関する情報です。アラーム

の概要です。

アラーム

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要な

パフォーマンスメトリックに

ついて詳細情報を提供しま

す。

パフォーマンス

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

に関する情報です。Unified
Contact Centerのトポロジ
ビューです。

Contact Centerトポロジ

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration
Assuranceオプション

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

サービス品質に関する情報で

す。

コール品質

Cisco Prime Collaboration
Assurance

アラームの概要に関する情報

です。

アラーム

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要な

パフォーマンスメトリックに

ついて詳細情報を提供しま

す。

パフォーマンス

Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

に関する情報です。Unified
Contact Centerのトポロジ
ビューです。

Contact Centerトポロジ

Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの導入後にダッシュレットを追加する方法について
は、「「Prime Collaborationダッシュボード」」を参照してください。

[デバイスインベントリ（DeviceInventory）]/[インベントリ管理（InventoryManagement）]

CiscoUnifiedCommunicationsManager（電話とTelePresence）、CiscoExpressway（TelePresence）、
および Cisco TMS（TelePresence）に登録されたすべてのエンドポイントを検出、管理できま
す。エンドポイントの管理に加えて、音声およびビデオコラボレーションネットワークに含

まれる、マルチポイントスイッチ、アプリケーションマネージャ、コールプロセッサ、ルー

タ、スイッチも管理できます。

検出では、デバイスインターフェイスと周辺機器の詳細も取得され、Cisco Prime Collaboration
Assuranceに保存されます。

検出が完了したら、次のデバイス管理タスクを実行できます。

•デバイスをユーザ定義グループにグループ化します。

•管理対象デバイスの可視性の設定を編集します。

•デバイスのイベント設定をカスタマイズします。

•デバイスを再検出します。

•管理対象デバイスのインベントリを更新します。

•管理対象デバイスの管理を一時停止およびレジュームします。

•グループからデバイスを追加または削除します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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•デバイスクレデンシャルを管理します。

•デバイスの詳細をエクスポートします。

エンドポイントインベントリデータの収集方法とその管理方法については、「インベントリ

の管理」を参照してください。

音声およびビデオのエンドポイントモニタリング

サービスオペレータは、企業内のすべての音声とビデオ会議のネットワークでサービスの劣

化が生じた場合は、原因を迅速に切り分ける必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、エンドポイントのスペック、サービスインフラストラ
クチャ、ネットワーク関連の問題などエンドツーエンドのメディアパスの詳細分析を提供し

ます。

ビデオエンドポイントでは、Cisco PrimeCollaborationAssuranceにより、すべての [Point-to-point
（ポイントツーポイント）]、[Multisite（マルチサイト）]、[Multipoint（マルチポイント）]
によるビデオコラボレーション会議を監視することができます。これらの会議は、次のいず

れかのステータスとともにアドホック、スタティック、またはスケジュール済みとなります。

• In-progress

• Scheduled

• Completed

• No Show

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の場所から情報を定期的にインポートします。

•スケジュール済みの会議での管理アプリケーション（および Cisco TMS）や会議デバイス
（CTMS、Cisco MCU、Cisco TS）。

•エンドポイントの登録時やコールステータスに表示される、コールや会議のコントロール
デバイス (Cisco Unified CMおよび Cisco Expressway）。

また、Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Collaborationシステムがサポートするアク
ティブコールを継続的に監視し、コールの音声品質がユーザ定義の品質しきい値を満たさない

場合は、ほぼリアルタイムに通知を提供します。Cisco PrimeCollaborationAssuranceでは、ロー
カルダイヤルプランに基づきコールを分類することもできます。

IPフォンや TelePresenceの監視方法を理解するには、Cisco Prime Collaborationのネットワーク
監視、レポーティング、診断ガイド、9.x以降の「監視用ネットワークをセットアップするた
めの前提条件」を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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診断

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Medianetテクノロジーを使用して、ビデオに関す
る問題を特定および分離します。メディアパス計算、統計情報収集、および合成トラフィック

の生成を行います。

ネットワークデバイスがMedianetに対応している場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは
次のものを提供します。

• Mediatraceを使用したビデオパスに沿ったフロー関連情報。

• Performance Monitorを使用した、ネットワークホットスポットでのすべてのトラフィッ
クのスナップショットビュー。

•ネットワーク上のビデオパフォーマンスを評価するために、IPサービスレベル契約
（IP-SLA）とビデオサービスレベル契約（VSAA）を使用して、ネットワークデバイス
から合成ビデオトラフィックを開始する機能。

IP電話では、Cisco Prime Collaboration Assuranceは IP SLAを使用して、ネットワーク内の主要
電話の応答可能性を監視します。電話ステータステストは、次の内容で構成されます。

•テスト対象 IPフォンのリスト。

•設定可能なテストのスケジュール。

• IPフォンに対して IP SLA対応デバイス（スイッチ、ルータ、または音声ルータなど）か
ら IP SLAベースの ping。オプションとして、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバか
ら IP電話に pingすることもできます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Medianetテクノロジーはサポートされていません。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを使用すると、コールログを収集して、Cisco Voice Portal
（CVP）、UnifiedContact Center Enterprise（UnifiedCCE）、CiscoUnifiedCommunicationsManager
（Unified CM）、および IOSゲートウェイへのコールの障害を特定できます。この機能によ
り、コールの問題のトラブルシューティングができます。SIP Call Flow Analyzer機能を使用
し、収集したコールをさらに詳しく調べて、メッセージ内の問題点を特定することができま

す。また、コールメッセージに障害があることを示すコールラダーダイアグラムを表示して、

根本的な原因と推奨事項を提供できるため、問題の再現にも役立ちます。

障害管理

Cisco Prime Collaboration Assuranceによって、ほぼリアルタイムで迅速かつ的確な障害検出が
行われます。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、イベントの特定後に、イベントを関連す
るイベントでグループ化し、障害分析を実行して障害の根本原因を判別します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、個々のユーザにとって重要なイベントをモニタリン
グできます。また、イベントの重大度をカスタマイズできるほか、その重大度に基づいてCisco
Prime Collaboration Assuranceから通知を受け取ることもできます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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Cisco PrimeCollaborationAssuranceは、アラームとイベントに関するトラップを生成し、トラッ
プの受信者に通知を送信します。これらのトラップは、Cisco PrimeCollaborationAssuranceサー
バによって生成されたイベントとアラームに基づきます。トラップは SNMPv2c通知に変換さ
れ、CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIBに従ってフォーマットされます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでの障害モニタリングについては、「アラームとイベント
の監視」を参照してください

レポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、次の定義済みおよびカスタマイズ可能なレポートを提
供します。

• Administrativeレポート— Provides System Statusレポート、Who Is Logged Onレポート、
プロセスステータスを提供します。

• CDR & CMRレポート—コールカテゴリタイプ、コールクラス、コール時間、終了タイ
プ、コールリリースコードなど、コールの詳細を提供します。

• Conferenceレポート—All Conference Summaryレポートと Conference Detailレポートを提
供します。

• TelePresence Endpointレポート—完了済みおよび進行中の会議、エンドポイントの使用
率、No Showエンドポイントの詳細を提供します。TelePresenceレポートには、会議デバ
イスの一覧や、ネットワーク内の平均およびピーク使用率も提供されます。

• Launch CUCMレポート—Cisco Unified Communications Managerクラスタのレポートペー
ジへとクロス起動できるようにします。

• Miscellaneousレポート—UCM/CMEPhoneActivityレポート、Voice Call Quality Event History
レポートなど、さまざまなレポートを提供します。

• Scheduledレポート—使用率およびインベントリレポートを提供します。レポートは、そ
の場で生成するか、スケジューリングを有効にして事前に定義された日に生成できます。

さまざまなレポートのタイプとその生成方法については、「Prime Collaboration Reports」を参
照してください。

IPv6用の Cisco Prime Collaboration Assuranceサポート

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、IPv6のみの IPv6エンドポイントとデュアルスタック
ネットワークをサポートします。次の表には、IPv6エンドポイントをサポートする Cisco
Prime Collaboration Assurance機能の詳細が示されています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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表 1 : IPv6デバイスをサポートする Cisco Prime Collaboration Assurance機能

注釈または制限サポートあり機能

—IPv6クレデンシャルプロファ
イルの作成

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：クレデンシャルプロ

ファイル

• UnifiedCM、TMS、CTS、
その他のインフラストラ

クチャデバイスは、IPv4
を使用した場合のみ管理

できます。

• Pingスイープ検索は、
IPv6サブネット上では機
能しません。

• IPv6クレデンシャルプロ
ファイルを承認して、こ

れらのプロファイルを

IPv6アドレスに一致させ
ることができる

• Pingして iPv6デバイスに
到達する

•エンドポイントが IPv4、
IPv6、デュアルスタック
を使用して Unified CMに
登録されている場合は、

アクティブな IPアドレス
（登録したエンドポイン

トと通信するため Unified
CM設定で選択した IPア
ドレス）のみが表示され

ます。

•エンドポイントがならび
に IPv4、IPv6、または
デュアルスタックを介し

てVCSに登録することが
できる場合、VCSに登録
したデバイスの IPアドレ
スを確認できます。

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：検出

—インベントリ概要には IPv6ア
ドレスが表示されます。

デバイスインベントリ/インベ
ントリ：インベントリ管理

—エンドポイント統計（システ

ムと会議情報）には IPv6アド
レスが表示されます。

エンドポイントのクイック

ビューには IPv6アドレスが表
示されます。

会議の診断
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注釈または制限サポートあり機能

—エンドポイントの診断ダッ

シュボードには IPv6アドレス
が表示されます。

エンドポイントの診断

IPv6デバイスではトラブル
シューティングをサポートし

ていません。

—トラブルシューティング

デフォルトでは、IPv6アドレ
ス列は非表示になっていま

す。[列フィルタ（Column
Filter）]アイコンをクリックす
ると、表示する列を変更でき

ます。

その他のレポート：Voice Call
Quality Event Historyレポート
とUCM/CME Phone Activityレ
ポートには IPv6アドレスが表
示されます。

ダッシュボードとレポート

—IPv6アドレスを持つエンドポ
イントを検索します。

トポロジ

—アラーム概要には、IPv6アド
レスが表示されます。

Alarmブラウザ

—IPv6フォンを検索します。電話機の検索

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

テクノロジ導入ダッシュボー

ド

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

資産使用状況ダッシュボード

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

トラフィック分析ダッシュ

ボード

—IPアドレスフィルタは、IPv6
アドレスを持つエンドポイン

トをサポートします。

サービス体験ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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•デュアルスタックデバイスの場合、前述の IPアドレス列には、UCM/UCEのおよびPhone
Activityレポートを除き、IPV4 IPアドレスのみが表示されます。

• North Bound Interface（NBI）通信は、IPv4ネットワークのみでサポートされています。

•コロン（:）は、クレデンシャルプロファイルパターンのセパレータとして、または複数
のデバイスを追加するときには使用できません。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceの概要 - MSPモード
Cisco Prime Collaboration AssuranceのMSPモードでは複数のカスタマービューを提供します。
このオプションは、マネージドサービスプロバイダーの環境で使用します。カスタマーごと

に制限されたアクセスを実装し、管理を独立させることによって、複数のカスタマーのネット

ワーク（スタティック NAT環境など）をより高度に管理することができます。

MSPモードの導入を選択できるのはインストール中のみです。（注）

NAT環境 -導入シナリオ

次のシナリオで、NATの背後にあるカスタマーのエンドポイントを管理できます。

•シナリオ -音声エンドポイント

NAT環境でCall Controller（エンドポイントのプライベート IPアドレスで設定）に登録済
みの音声電話機 - Cisco Prime Collaboration Assuranceではパブリック IPアドレス（別称は
管理対象 IPアドレス）で管理されています。

•シナリオ -音声およびビデオエンドポイント

NAT環境のカスタマープレミス内にある Call Controllerに登録済みの音声およびビデ
オ/TelePresenceエンドポイント - Cisco Prime Collaboration Assuranceではパブリック IPア
ドレス（別称は管理対象 IPアドレス）で管理されています。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

シナリオ - TelePresenceが Cisco TelePresence Exchange（CTX）にプロビジョニングされて
いる

NAT環境でCTXにプロビジョニングされている TelePresenceエンドポイント - Cisco Prime
Collaboration Assuranceではパブリック IPアドレス（別称は管理対象 IPアドレス）で管理
されています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
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コールマネージャ上で Cisco Unified Communications Managerが処理するノード（UCMクラス
タのパブリッシャ）のクエリが、パブリッシャの IPアドレスまたはホスト名を返します。NAT
環境では、パブリッシャークエリ出力として返されるパブリックホスト名は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceのプライベート DNS設定で解決しないようにする必要があります。

たとえば、パブリックホスト名が FQDNの場合、プライベートDNSは FQDNのないホスト名
であるか、異なる FQDNのホスト名、すなわちパブリックドメインである必要があります。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

1人のお客様が使用するデバイスのプライベート IPアドレスは、別のお客様が使用するデバイ
スのパブリック IPアドレスと重複する場合があります。ただし、パブリック IPアドレスは、
Cisco Prime Collaboration Assuranceが管理するお客様の間ではそれぞれが異なります。

たとえば、「顧客A」の IPフォンのプライベート IPアドレス（192.168.1.12）が、「顧客B」
のUnified CommunicationsManagerのパブリック IPアドレス（192.168.1.12）と重複していたと
します。したがって、パブリック IPアドレスが同じなため、NAT IPアドレスが Unified
Communications Managerアプリケーション間でクロス起動する場合があります。

（注）

次の図には、NAT環境での、HCS-Cisco Prime Collaboration Assuranceの導入シナリオが示され
ています。

次の図は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.1以前のバージョンに適用されます。（注）
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図 1 : Cisco Prime Collaborationの導入シナリオ

次の図は、Cisco Prime Collaboration Assurance Release 11.5以降のバージョンに適用されます。（注）
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音声とビデオの Unified Dashboard

それぞれのカスタマーを分離して、音声とビデオのコラボレーションネットワークのエンド

ツーエンドモニタリングができます。

各カスタマーのネットワークについて、次の内容の詳細および概要を表示できます。

• Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Video Communication Serverクラスタの
概要情報

•会議とアラーム

•デバイスの詳細

•各管理対象デバイスのパフォーマンス

• Contact Centerのコンポーネント（CiscoUnified Intelligence Center（CUIC）、Cisco Finesse、
Cisco MediaSense、Cisco Unified Customer Voice Portal（Cisco CVP）、Cisco Unified Contact
Center Enterprise（Unified CCE）など）の情報

/[デバイスインベントリ（Device Inventory）]/[インベントリ管理（Inventory Management）]

HCS特有の検出の詳細については、「HCSドキュメント」を参照してください。

各お客様のインベントリを個別に表示および管理することができます。

デバイスを検出するカスタマーを選択できます。非 NAT環境では、パブリック IP（管理 IP）
には検出された IPアドレスが入力され、プライベート IPにはデフォルトでパブリック IP（管
理 IP）が入力されます。

ユーザはデバイスとクラスタを検出し、それらを特定のカスタマーに関連付けることができま

す。管理されている既存のすべてのエンドポイント、またはパブリッシャに登録されているサ

ブスクライバが、パブリッシャからカスタマー名を継承するかどうかを選択できます。

Cisco Unified CommunicationsManager（電話機やCisco TelePresence）、Cisco Expressway（Cisco
TelePresence）、Cisco TMS（Cisco TelePresence）に登録されている、すべてのエンドポイント
を検出および管理することができます。エンドポイントの管理に加えて、カスタマーの音声お

よびビデオコラボレーションネットワークに含まれる、マルチポイントスイッチ、アプリケー

ションマネージャ、コールプロセッサ、ルータ、スイッチも管理できます。

検出では、デバイスインターフェイスと周辺機器の詳細も取得され、Cisco Prime Collaboration
Assuranceに保存されます。

音声およびビデオのエンドポイントモニタリング

ビデオのエンドポイントの場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、各顧客用にすべて
のポイントツーポイント、マルチポイント、マルチポイントのビデオコラボレーション会議

を監視することができます。これらの会議は、次のいずれかのステータスとともにアドホッ

ク、スタティック、またはスケジュール済みとなります。

• In-progress

• Scheduled
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• Completed

• No Show

診断

複数の診断テストを実行して、個々のカスタマーのUC電話ネットワークに関連する問題を特
定できます。

NAT環境では、パブリック IPアドレスを備えたエンドポイントでのみMedianetがサポートさ
れます。NAT環境では、ビデオ会議の診断は、パブリック IPアドレスを持つエンドポイント
のみサポートしています。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Medianetテクノロジはサポートされていません。

障害管理

複数のカスタマーのアラームとイベントを個別にモニタできます。また、イベントの重大度を

カスタマイズできるほか、その重大度に基づいて Cisco Prime Collaboration Assuranceから通知
を受け取ることもできます。

カスタマー特有のデバイス通知グループも作成できます。

レポート

個々のカスタマーに対して事前に定義されているレポートとカスタマイズ可能なレポートは、

すべて使用できます（ただしNAMや Sensorレポートなどのセンサーベースのレポートは除き
ます）。

EnterpriseモードとMSPモードの詳細については、EnterpriseモードとMSPモードの違い（24
ページ）を参照してください。

Cisco Prime Collaboration Analytics

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Analyticsでサポートされている新機能は、次のとおりです。

•グローバル顧客選択：Cisco Prime Collaboration Analyticsのホームページで、必要に応じて
お客様を選択して情報をフィルタリングすることができます。

•スケジュール設定済みレポート：スケジュール設定済みレポートでは、複数のお客様の選
択がサポートされています。生成されたレポートには、複数のお客様のデータが含まれて

います。

•ロゴ管理：お客様は、ロゴをアップロード、交換、削除できます。アップロードしたロゴ
はスケジュール設定済みレポートに含まれます。

•ロールベースアクセス制御：レポートビューアロールは、キャパシティ分析、ライセン
ス使用状況、マイダッシュボード以外のすべてのダッシュボードでサポートされていま
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す。レポートビューアではレポートをスケジュールすることはできず、[スケジュール済
みレポート（Scheduled Reports）]メニューにアクセスすることもできません。

EnterpriseモードとMSPモードの違い
Cisco Prime Collaboration Assuranceに提供される機能は、次の表に記載されている相違点を除
き、EnterpriseおよびMSPモードでは同じです。

Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

Advancedの両モードがあります。Advancedモードでのみ提供されます。

企業では、ドメインと呼ばれる論理ユニット

を作成できます。これはAdvancedモードのオ
プション機能です。

カスタマーを作成し、カスタマーに特定のデ

バイスを追加できます。

情報を、ドメイン別、ならびにインベントリ

テーブルではインベントリ管理、会議および

エンドポイントの診断別にフィルタリングし

ます。

情報を、顧客、インベントリ管理、電話機の

インベントリレポート、会議およびエンドポ

イントの診断別にフィルタリングします。

および [顧客概要（CustomerSummary）]でダッ
シュボードとダッシュレットは提供されませ

ん。

および [顧客概要（CustomerSummary）]でダッ
シュボードとダッシュレットを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

Ip SLAテストは、IP SLA対応のルータとス
イッチで利用できます。

特定のカスタマーのルータおよびスイッチに

対して IP SLAテストを実行できます。

CTXをサポートしません。CTXクラスタ、およびCTXでサポートされる
ミーティングタイプのサポートを提供します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

Assuranceデバイスプールおよびエンドポイン
トに対してロールベースアクセスコントロー

ル（RBAC）を提供します。

カスタマーグループに対してロールベースア

クセスコントロール（RBAC）を提供します。

NATをサポートしません。スタティック NATをサポートします。
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Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

CTXをサポートしません。ホスト型および非ホスト型の両方の導入モデ

ルで CTX管理機能をサポートします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Cisco TelePresence Exchange（CTX）は利用が
停止されました。

すべての機能がサポートされています。RTPベースの診断テスト（Syntheticテストな
ど）は非NAT環境でのみサポートされます。

すべての機能がサポートされています。NAT環境の電話機では、Phone XMLで検出さ
れたデータは利用できません。ビデオ会議の

統計と会議情報は、[Full Visibilty]に設定され
ていても、電話機では利用できません。

すべてのレポートを使用できます。センサーベースのコール品質レポートは使用

できません。

すべての機能がサポートされています。NAT環境では、Cisco TelePresenceエンドポイ
ントのヘルスモニタリングは、パブリック IP
アドレスを備えた Cisco TelePresenceエンドポ
イントでのみサポートされます。

ビデオ会議の診断の全機能がサポートされて

います。

NAT環境では、ビデオ会議および会議の診断
は、パブリック IPアドレスを持つエンドポイ
ントのみサポートしています。

自動検出はサポートされています。自動検出はサポートされません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

FIPS準拠はサポートされています。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降
の場合

FIPS準拠はサポートされていません。

Perimeta Session Border Controller（SBC）はサ
ポートされていません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

Perimeta Session Border Controller（SBC）はサ
ポートされています。
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Enterpriseモードマネージドサービスプロバイダー（MSP）
モード

Medianetのすべての機能がサポートされます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

CiscoMedianetテクノロジはサポートされてい
ません。

NAT環境では、パブリック IPアドレスを備え
たエンドポイントでのみMedianetがサポート
されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

CiscoMedianetテクノロジはサポートされてい
ません。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

sFTPサーバにアップロードされた Scheduled
Reportsでは、すべてのユーザがレポートを表
示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降
の場合

SFTPサーバにアップロードされた Scheduled
Reportsの場合、レポートへのアクセスは
Scheduled Reportsを作成したユーザに制限さ
れます。

Credential Profile機能はサポートされていま
す。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降
の場合

Credential Profile機能はサポートされていませ
ん。

Cisco Prime Collaboration Assurance NBI
Cisco Prime Collaboration Assurance NBIは、次の点ものをサポートしています。

•デバイスの管理

•デバイスクレデンシャルを表示および削除します。

•フィルタ条件に基づきすべてのビデオセッションを一覧表示します。

•ビデオセッションをトラブルシュートします。

• Unified CMクラスタからエンドポイント数を取得します。

。

•フィルタ条件に基づきアラームを一覧表示します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

トラブルシューティングはサポートされていません。

NB APIドキュメントにアクセスするには、管理者権限で Cisco Prime Collaboration Assurance
サーバにログインし、ブラウザ URLに次のとおりに入力します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
26

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
Cisco Prime Collaboration Assurance NBI



http://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiDocumentation

<pc-server-ip>は Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバの IPアドレスです。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NB APIドキュメントにアクセスするには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログイ
ンし、ユーザインターフェイスの右上隅にある [設定（Settings）]のドロップダウンメニュー
から [Assurance NB APIドキュメント（Assurance NB API documentation）]を選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

https://<pc-server-ip>:<port-number>/emsam/nbi/nbiDocumentation

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスであり、<port-number>は HTTPポート番号です。

例：

https://<pc-server-ip>:8443/emsam/nbi/nbiDocumentation

これらの NBIとは別に、アラームまたはイベントが発生するたびに、SNMPトラップ
（CISCO-EPM-NOTIFICATION-MIB）をトラップの受信者に送信するよう設定できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの
Geo-Redundancy

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsは、VMware vSphereレプリケーションによ
り地域の冗長性をサポートします。Geo-Redundancyを設定するため、追加の Cisco Prime
CollaborationAssurance andAnalyticsライセンスは必要ありません。Geo-Redundancyの詳細につ
いては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analytics用の Geo Redundancy」を参照し
てください。

新機能および変更された機能に関する情報
次の表には、12.1ServicePack1のリリース用として、このガイドで追加または変更された情報
が示されています。

Table 2:新機能および変更された機能に関する情報

更新内容日付

TLS v1.2通信プロトコルのサポート2018年 4月 10日

CUCMでセキュアな JTAPI通信をサポートす
るための新しいフィールド

2018年 5月 14日

セッション監視用のセキュアな JTAPI通信2018年 7月 4日
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次の表には、12.1のリリース用として、このガイドで追加または変更された情報が示されてい
ます。

Table 3:新機能および変更された機能に関する情報

更新内容日付

Cisco PrimeCollaborationAssuranceセクションに [新機能（What's
New）]を追加しました。

2017年 7月 21日

[デバイスステータスの概要（Device Status Summary）]に関す
る情報が更新されました。

2017年3月13日

「クラスタのセットアップ」章にある TMSクラスタの既存の
コンテンツが変更されました。

2017年 3月 14日

Audio Phone ReportとVideo Phone Audit Reportが 1つの Endpoint
Move Reportへとマージされました。

2017年 3月 27日

Audio Phone ReportとVideo PhoneMove Reportが 1つのEndpoint
Move Reportへとマージされました。

2017年 3月 31日

Removed IP Phone Reportと Removed Video Phone Reportが 1つ
の Endpoint Move Reportへとマージされました。

2017年 4月 24日

Audio Extension Reportと Video Extension Reportが 1つの
Endpoint Move Reportへとマージされました。

2017年 5月 30日

各ユーザインターフェイスにいくつかの変更を加えました。

1. デバイスを削除するため依存関係を処理

2. CUBE SIPトランク：セッションサーバグループ設定の変
更

2017年 4月 5日

2017年 4月 17日

Cisco Prime Collaboration Assuranceからデバイスを削除したと
きに、削除されたデバイスについて、「デバイスの再検出」セ

クションの情報が更新されます。

2017年 3月 23日
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更新内容日付

PIFServerを削除するプロセスの一部として、[インベントリス
ケジュール（Inventory Schedule）]ページから [IP Phone Inventory
Collection]および [IP Phone XML Collection]が削除されます。
この変更では、次のことに対応しています。

1. 「システムパラメータの設定」、「クラスタデータ検出
のスケジュール」、「インベントリ詳細の更新と収集」、

「インベントリ詳細の収集」、「グローバルシステムパ

ラメータ」セクションの情報を更新しました。

2. 「IP Phone Discovery Schedule」と「Schedule IP Phone XML
Discovery Schedule」セクションを削除しました。

2017年 6月 6日

CMEの syslogs設定の説明を記載した、「CiscoUnified CMEの
Syslogメッセージを使用して IPフォンを監視する」セクショ
ンが追加されました。

2017年 6月 6日

「インベントリの登録済みエンドポイントに関するライセン

ス」で行った変更を説明するため、「ライセンス数」セクショ

ンを更新しました。

2017年 6月 6日

「ジョブのスケジュール」セクションを修正し、[ジョブ管理
ページの設定ボタンを修正」に関する問題を説明するため、新

たに「タイムテーブルの定義」セクションを追加しました。

2017年 6月 26日

30日以上前のデータが毎日削除されることを含む、すべての
監査レポートに関する変更は、「バックアップと復元の実行」

および「パージポリシー」の表に記載されています。

2017年 6月 26日

「Cisco Prime Collaboration Assuranceのライセンスユーザイン
ターフェイスでは、各プロファイル（Small/Large/BE6k）に基
づきインポートできるライセンスの最大数を制限する必要があ

ります」の変更点を特定するため、「ライセンスの管理および

ライセンス詳細の表示」セクションに情報を追加しました。

2017年 6月 26日

Data Migration Assistant Toolによるスキーマ変更の取り扱いに
問題を特定するため、「Cisco Prime Collaboration Assuranceの
アップグレード」セクションに注記を追加しました。

2017年 6月 1日

FIPSコンプライアンスに関するすべてのオカレンスが非表示
になりました。isco Prime Collaboration Assurance 12.1 Enterprise
の一部として、FIPSコンプライアンスは保証されていません。
「FIPSコンプライアンスの有効化」セクション全体が非表示
になりました。

2017年 6月 1日
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更新内容日付

SFTPクレデンシャルのユーザインターフェイスに関するナビ
ゲーションが変更されています。「システムパラメータの設

定およびシステムパラメータ上の表」セクション、ならびに

対応する「sFTP設定の構成」セクションが変更されています。

2017年 3月 21日

Cisco Prime Collaboration Assuranceの新機能
Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service Pack 1の機能は Cisco.comからアクセスできま
す。

Table 4: Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service Pack 1の機能

機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assuranceのサーバお
よびクライアントインターフェイスの両方で

は、TLS v1.2通信をサポートします。

TLS v1.2

[インベントリ管理（Inventory management）]
ページで [デバイスの追加（Add Device）]、
[クレデンシャルの変更（Modify
Credentials）]、[クレデンシャルの管理
（ManageCredentials）]の JTAPIセクションが
変更されました。このセクションには、TLS
v1.2上で CUCMを使用したセキュアな JTAPI
通信をサポートする 7つの新しいフィールド
があります。

CUCMでセキュアな JTAPI通信をサポートす
るための新しいフィールド

Cisco Prime Collaboration Assuranceのセッショ
ン監視機能（会議の監視）に、TLS v1.2上で
CUCMを使用したセキュアな JTAPI通信のプ
ロトコルオプションが導入されました。

セッション監視用のセキュアな JTAPI通信

Cisco Prime Collaboration Assuranceの合成テス
ト機能に、TLS v1.2上で CUCMを使用したセ
キュアな JTAPI通信のプロトコルオプション
が導入されました。

合成テスト用のセキュアな JTAPI通信
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会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョンであ
ることを確認してください。詳細については、12.1 SP1の『Cisco Prime Collaboration Assurance
でサポートされているデバイス』を参照してください。

Note

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1の機能には、Cisco.comからアクセスできます。

Table 5: Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1の機能

機能説明機能名

アンマネージドカウントの修正：ヘッダーのア

ンマネージドカウントは、[デバイスステータ
スの概要（Device Status Summary）]ページのカ
ウントと一致する必要がます。両方のカテゴリ

のカウントが、この条件を満たす必要がありま

す。

インベントリ：デバイスステータスの概要

TMS検出では、Cisco Prime Collaboration
Assuranceが CUCMまたは VCSデバイスを管理
しなくても、TMSをプロビジョニングしたすべ
てのデバイス

（CUCM/VCS/endpoint/MCU/TPS/TP_Conductor）
を検出します。ただし、TMS検出では、
CUCM/VCS/エンドポイントが論理的に検出され
ることはありません。

インベントリ：TMSクラスタ
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機能説明機能名

次のレポートが 1つのレポートにマージされま
した。

1. Endpoint Audit Reportは、Audio Phone Report
と Video Phone Audit Reportが 1つになった
レポートです。ナビゲーション：[レポート
（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint Audit
Report]

2. Endpoint Move Reportは、Audio Phone Report
と Video Phone Move Reportが 1つになった
レポートです。ナビゲーション：[レポート
（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint Move
Report）]

3. Endpoint RemoveReportは、Removed IP Phone
Reportと Removed Video Phone Reportが 1つ
になったレポートです。ナビゲーション：

[レポート（Reports）] -> [その他のレポート
（MiscellaneousReports）] -> [Endpoint Remove
Report）]

4. Endpoint Extension Reportは、Audio Extension
ReportとVideo Extension Reportが 1つになっ
たレポートです。ナビゲーション：[レポー
ト（Reports）] -> [その他のレポート
（Miscellaneous Reports）] -> [Endpoint
Extension Report）]

レポート
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機能説明機能名

次は、各ユーザインターフェイスの変更点です。

1. デバイス削除時の依存関係：パブリッシャ、
サブスクライバ、VCS、TMS、ESX、
VCENTER、TPS、UNITY CONNECTION、
MULTIPOINTコントローラ、IM&Pなどを
含むデバイス、ならびんにその他のインフ

ラストラクチャデバイスとそれらに関連付

けられたエンドポイントは、[State]状態が削
除されるとデータベースから削除されます。

2. CUBE SIPトランク：セッションサーバグ
ループ設定の変更

「セッションサーバグループ設定」の付い

た CUBE SIPトランクを表示するには、
[Collaborationネットワーク管理による使用
率の監視へのアクセス（CollaborationNetwork
Administrator access the Utilization Monitor）]
-> [CUBE SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]
タブの順に移動します。サーバグループの

場合、この画面には、Dialpeerから SIPトラ
ンクまでの 1つおよび複数の設定をサポー
トする際の、制限に関する情報が提供され

ます。サーバグループ設定では、イベント

を発生/抑制するオプションもあります。

ユーザインターフェイスの変更

Cisco Prime Collaboration Assuranceの削除時にデ
バイスを削除

このアップデートには、管理者がデバイスを再

検出する前に、デバイスを追加する必要がある

ことについての説明があります。デバイスを削

除する際に、Cisco Prime Collaboration Assurance
からデバイスを削除します。
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機能説明機能名

[インベントリスケジュール（Inventory
Schedule）]ページから IP Phone Inventory Schedule
および IP Phone XML Inventory Scheduleを削除し
ます。

Cisco Prime Collaboration Assurance Enterprise/MSP
モードから PIFServerを削除すると、IP Phone
InventoryCollectionおよび IP PhoneXMLCollection
検出も削除されます。この変更では、次のこと

に対応しています。

1. [インベントリスケジュール（Inventory
Schedule）] -> [IP Phone Inventory Scheduleお
よび Inventory Schedule（IP Phone Inventory
Schedule and Inventory Schedule）] -> [IP Phone
XML Discovery検出（IP Phone XML
Discovery）]ページが削除されました。

2. [インベントリ（Inventory）]タブの [Inventory
Schedule]が [Cluster Data Discovery Schedule]
へと名前変更されました。

ここでは、CMEで syslogsを設定する手順を説
明します。この syslogsは、Cisco Unified CME
Syslogメッセージを使用した IPフォンの監視に
役立ちます。

CME Syslog

最初に、特定のクラスタ内にある最新の登録済

みエンドポイントをパージします。登録済みの

エンドポイントをクラスタ名別に並べ替え、ク

ラスタを識別し、ライセンス要件を満たすため

パージします。電話機のライセンスをインベン

トリモジュールに移植する間に、Cisco Prime
CollaborationAssuranceから PIFServerを削除しま
す。

インベントリの登録済みエンドポイントの

ライセンス

[ジョブの詳細（Job Details）]ペインの [スケ
ジュール（Schedule）]や [設定（Settings）]タブ
を使用して、ジョブをスケジュールおよびオプ

ションを設定します。

[Job Management（ジョブ管理）]ページの
[設定（Settings）]ボタンに関するの問題の
修正

コール品質イベントの履歴とエンドポイント関

連（音声/ビデオ電話はエンドポイント関連のも
ので置き換え）の監査レポートデータは、30日
を経過するとパージされます。

監査レポートは 30日後にパージ
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機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assuranceライセンスで
は、サポートしている数よりも多くのライセン

スファイルをアップロードすることができます。

たとえば、Smallから 3Kのエンドポイントで
す。Cisco Prime Collaboration Assuranceが、1つ
のプロファイルでサポートしている最大カウン

ト数よりも少ないエンドポイントを持つライセ

ンスファイルを受け入れた場合は、ユーザにエ

ラーメッセージを通知する必要があります。

これは、Assurance Mass、Contact Center
Assurance、Analyticsライセンスに適用され、
Small/Medium/Large/Very Large/BE6k/BE7Kなど
のすべてのプロファイルをサポートしています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceライセン
スユーザインターフェイスでは、Small、
Large、BE6kなどの各プロファイルに基づ
き、インポートできるライセンスの最大数

を制限する必要があります。

11.x（11.0、11.1、11.5、11.6）から 12.1にアッ
プグレードするときには、インベントリの周り

のスキーマが変更されます。アップグレード中

には、11.xで利用可能ないくつかのデータベー
ス関連のテーブル列が削除されます。CiscoPrime
Collaboration Assuranceの全体機能には影響しま
せん。

[Deleted]状態のデバイス/エンドポイントはパー
ジされ、アップグレード後には利用できません。

DMAを介したスキーマ変更の処理

isco Prime Collaboration Assurance 12.1 Enterprise
の一部として、FIPSコンプライアンスは保証さ
れていません。このため、[SystemAdministration
（システム管理）]ページで FIPSを有効/無効に
するセットアップメニューは非表示になってい

ます。

FIPSユーザインターフェイスの非表示

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要
35

Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび Analyticsの概要

Cisco Prime Collaboration Assuranceの新機能



機能説明機能名

ユーザインターフェイスに [CUCM sFTPクレデ
ンシャル（CUCM sFTP Credentials）]や [保存
（Save）]などのボタンが追加されました。同じ
ユーザのパスワードを変更するためのチェック

ボックスと、パスワードオプションを確認する

ためのオプションを使用できます。

ナビゲーションが [アラームとレポート管理
（Alarm & Report Administration）] -> [CDRソー
ス設定（CDR Source Settings）] -> [CUCM SFTP
クレデンシャル（CUCM SFTP Credentials）]か
ら[インベントリ（Inventory）] -> [インベントリ
管理（Inventory Management）] -> [CUCM sFTP
クレデンシャル（CUCMsFTPCredentials）]に変
更

sFTPクレデンシャルユーザインターフェ
イスの実装

マルチノードのコールマネージャクラスタで

は、同じアラートが複数のノードで同時に存在

する場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceは
最新アラートを 1つのみ表示します。

RTMT Polling Inconsistencyの実装：警告お
よびイベント用のメモ

「未登録の電話機」から「未登録のエンドポイ

ント」へと変更されました。

電話機からエンドポイントで未登録のしき

い値

出力時にプロセスのステータスがわかるよう、

各プロセスを示すプロセスの説明列が追加され

ました。

プロセスの説明列：有用性

共存するPLMを管理しつつ、[監視（Monitor）]
-> [使用率の監視（Utilization Monitor）] -> [ライ
センスの使用状況（LicenseUsage）]に移動して
CLIと HTTPのクレデンシャルを提供します。
管理者は、CLIクレデンシャルを使用してライ
センス情報や HTTPクレデンシャルにアクセス
し、Cisco Prime Collaboration Assuranceの Prime
License Managerを管理することができます。

Prime Collaboration Assuranceの Prime License
Managerでライセンスの使用状況が表示さ
れない

VMware vCenter ServerまたはUCSManagerが [イ
ンベントリ（Inventory）] -> [インベントリ管理
（InventoryManagement）] -> [クレデンシャルの
管理（ManageCredentials）]タブを通して追加さ
れると、HTTPクレデンシャルのみが必要である
ことを示す注記が追加されます。これらのデバ

イスでSNMPが必要ない場合、[InaccessibleState]
列には「SNMP timeout」と表示されます。

[Inaccessible]ステータスが SNMPタイムア
ウトとして表示
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機能説明機能名

この問題に対処するために、トラブルシューティ

ングセクションが追加されました。

これは、PLMにSNMPコミュニティ文字列が設
定されている場合に発生する可能性があります。

PLMを適切に検出するには、コミュニティ文字
列を設定しないようにします。コミュニティ文

字列に設定されている場合は、文字列を削除し、

Cisco Prime Collaboration Assuranceで PLMを検
出します。Cisco Prime Collaboration Assurance
は、PLMの検出でSNMPコミュニティ文字列の
設定はサポートしていません。

スタンドアロン PLMが PCA 11.6で
non-Ciscoとして検出

この問題に対処するために、トラブルシューティ

ングセクションが追加されました。

トラブルシューティングセクションには、ユー

ザフォルダでGPGキーを生成する方法が示され
ています。

SFTPでレポートの生成後に PCA BACKUP
ジョブのステータスでエラーが表示

[トラブルシューティングセクションでは推奨処
置とパスについて説明しています

この問題を解決するには、新しいスクリプト

（opsview_globaladmin.sh）と推奨されるパス
（/opt/emms/emsam/bin）を利用します。

グローバル管理ユーザが破損しているため

[OpsViewダッシュレット（OpsView
Dashlet）]ページが読み込まれません

この問題を解決するため、注記が追加されてい

ます。

LDAPに接続するため新しい LDAPパラメータ
値（?CN=hq-prime,OU=Service Access
Groups,DC=Megafon,DC=ru?）が定義されました。

LDAPパラメータ値でアンパサンドが使用
できない

この問題を解決するため、注記が追加されてい

ます。

通常、CMEPhoneDiscoveryおよび PhoneXML
Discoveryジョブは 4時間おきに実行するようス
ケジュールされています。これらのジョブは、

再実行ではなく 1回のみ実行するよう変更でき
ます。検出後は、これをスケジュール設定に戻

すことはできません。

スケジュールするには CME Discoveryおよ
び Phone XML Discoveryジョブを制限
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機能説明機能名

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 OVAの導
入時には、IPアドレス、IPデフォルトゲート
ウェイ、IPデフォルトネットマスク、バック
アップサーバ IPに対して 3つのオクテットのみ
が表示されます。4番目のオクテットは表示され
ません。すべてのオクテットを表示するには、

[タブ（Tab）]ボタンを押します。

すべてのオクテットが正しく表示されない

[デバイスステータスの概要（Device Status
Summary）]ページの動作が変更されています。
ページは 30秒ごとに自動更新されません。

ドキュメントから [デバイスステータスの
概要（Device Status Summary）]の自動更新
を削除

管理者のみが CDR/CMRレポートをエクスポー
トできます。スクリプトを作成して、サーバ上

でエクスポートのタスクを自動化します。

このスクリプトをサーバ上で実行して

CDR_CMRレポートの生成およびエクスポー
ト

Sample Inputコードの確認と修正。NBI APIに関するマニュアル

[デバイス 360（Device 360）]ビューでパフォー
マンスデータは表示されません。その代わり、

[ここをクリックしてパフォーマンスデータを表
示（Click here for performance data）]リンクをク
リックすると、同じデータが表示されます。

Device 360のパフォーマンスデータ

[Call Health Summary]タブに列が追加されまし
た。

Opsビュークラスタ概要のパフォーマンス
データ

1. Cisco TelePresence-Manager
（CTS-Manager/CTS-MAN）デバイスはサ
ポートされていません。そのため、ドキュ

メントからデバイスのすべてのオカレンス

が削除されました。

2. FIPS準拠はサポートされていません。その
ため、ドキュメントからすべてのオカレン

スが削除されました。

3. ドキュメントから CTX固有のコンテンツが
削除されました。

4. [論理検出の有効化（Enable Logical
Discovery）]ボタン：ドキュメントから論理
検出を有効にするボタンが削除されました。

5. CLIはサポートされません。そのため、ド
キュメントから CLI固有のコンテンツが削
除されました。

このリリースからサポートの対象外となる

機能またはデバイス
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機能説明機能名

1. 「Cisco Prime Collaboration」から「Cisco
Prime Collaboration Assurance」に名前変更さ
れました。

2. 「PhoneUnregThresholdExceeded」から
「EndpointUnregThresholdExceeded」に名前
変更されました。

一般

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、混合モー
ドの Cisco Unified CMクラスタをサポートして
います。

ただし、次の Cisco Prime Collaboration Assurance
の機能は、CUCMへのセキュリティで保護され
ていない通信に対してのみサポートします。

•セッション監視は、セキュリティで保護さ
れていないJTAPI通信を使用して、セッショ
ンを監視し続けます。

•模擬テスト：セキュアモードでCUCMに登
録されているCUCMおよびエンドポイント
への、セキュアなシグナリング（TLS）およ
びセキュアなメディア（SRTP）接続はサ
ポートしません。

Mixedモードでの UCMのサポート

Cisco Prime Collaboration Analyticsの概要
このドキュメントでは、Cisco Prime Collaboration 11.0、11.1、11.5、11.6、12.1、12.1 SP1、12.1
SP2、12.1 SP3の機能について説明します。

Cisco Prime Collaboration Analyticsは、トラフィックの傾向、テクノロジの導入傾向、使用率が
高いおよび低いリソース、ネットワークでのデバイスリソースの使用状況を識別することがで

きます。また、断続的および繰り返し発生するネットワークの問題を追跡し、Cisco Prime
Collaboration Analyticsダッシュボードを使用してサービスの品質問題も特定できます。

デフォルトでは、Cisco Prime Collaboration Analyticsは Cisco Prime Collaboration Assuranceアプ
リケーションとともにインストールされます。Analyticsは無効にすることも、Analyticsの評価
ライセンスの期限が切れるまで使用することもできます。ただし、唯一の例外としては、非常

に大きなOVA（150 K）をインストールする場合、Cisco Prime Collaboration Assuranceのみをイ
ンストール、または Cisco Prime Collaboration Assuranceを Cisco Prime Collaboration Analyticsと
ともにインストールすることもできます。

インストールとシステム要件の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceおよび
Analyticsのインストールとアップグレードに関するガイド』を参照してください。
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Cisco Prime Collaboration Analytics NBI
次は、Cisco Prime Collaboration Analytics 11.5 SP1、11.6、12.1、12.1 SP1がサポートするNBI機
能です。

•次のダッシュボードでは、NBI APIサポートを利用できます。

•キャパシティ分析

• UCシステムパフォーマンス

•ビデオ会議の分析

•ライセンスの使用状況

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Video Communication Server / Expressway

Cisco Prime Collaboration Analytics Release 11.5の一部として、次の
ダッシュボードでは NBI APIがすでにサポートされています。

•テクノロジー導入

•資産使用状況

•トラフィック分析

•サービスエクスペリエンス

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NBIAPIは、[LicenseUsage]ダッシュボードの [VideoCommunication
Server / Expressway]ダッシュレットで使用できるようになりまし
た。

（注）

•サポートされている命名規則は次のとおりです。

•ダッシュレットの場合：

https://<PC Server>/emsam/nbi/<dashboard>/<dashletname>/summary/parameters

•詳細ビューの場合：

https://<PC Server>/emsam/nbi/<dashboard>/<dashletname>/details/dvparameters

• NBIAPIドキュメントには、パラメータの説明やNBIのサンプルURLが含まれています。
NBIAPIドキュメントにアクセスするには、管理者権限でCiscoPrimeCollaborationAnalytics
サーバにログインし、次のいずれかの URLをブラウザに入力します。

• https://<pc-server-ip>/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスです。
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•または
https://<pc-server-ip>:<port-number>/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

<pc-server-ip>はサーバの IPアドレスであり、<port-number>は HTTPポート番号で
す。

例：

https://<pc-server-ip>:8443/emsam/nbi/nbiAnalyticsDoc/

• NBI URLで使用可能なパラメータは、GUIフィルタのパラメータとほぼ同じです。パラ
メータ名と値については NBI APIドキュメントを確認してください。

Cisco Prime Collaboration Analytics 11.5の NBI APIでは、大文字と
小文字が区別されないパラメータ値はサポートされていません。

（注）

• Call Detail Records（CDR）の NBIサポート：

• NBIは、CDRベースダッシュレット用のレコードのクエリもサポートしています。

https://<PC Server>/emsam/nbi/fetchCDR/fetchTableDetails

•結果には、CDRベースダッシュレットで凡例を選択したときにポップアップする、
詳細ビューのテーブルと類似した情報があります。

•検索条件は、次のフィルタの 1つを使用、または組み合わせることができます。

•コール：ステータス、グレード、クラスタ、クラス、タイプ

•発信元エンドポイント：dn、ip、uri、クラスタ/ロケーション、クラスタ/デバイ
スプール、ユーザ名、コーデック、エンドポイントモデル、エンドポイントタ

イプ

•送信先エンドポイント：dn、ip、uri、クラスタ/ロケーション、クラスタ/デバイ
スプール、ユーザ名、コーデック、エンドポイントモデル、エンドポイントタ

イプ

• NBI APIでは、大文字と小文字を区別しないパラメータ値がサポートされています。たと
えば、パラメータ「timePeriod」では、値として last7days、Last14Days、last7DAYSなどを
使用することができます。

• Cisco Prime collaborationAnalytics Release 11.5の一部として、NBIAPIは、CDRベースダッ
シュレット用のCallDetail Records（CDR）のクエリをサポートしています。詳細について
は、「Call Detail Records (CDR) NBIのサポート」を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

NB APIドキュメントにアクセスするには、Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバにログイ
ンし、ユーザインターフェイスの右上隅にある [設定（Settings）]のドロップダウンメニュー
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から[Assurance NB APIドキュメント（Assurance NB API documentation）]をクリックしま
す。
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